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第百五十八號 （第十囚巻） 昭和九年六月

編輯窒　よ　り

　毎年々々，六月＋日には幾が國痔有の．時の記条目「が巡ってくる・此の時，全國で

爵■の重要さが叫ぱ払．日ポの守ることの約束が町田さt・，又。H，＄■rc忠實な人が

表彰される一一天丈人から見て，意味なしとはしない

　時につ）’て，今日，全國の人々／こ考へて項かねばならないことが二つ三つある．其

の第…はし24時制「の閏竃である・…r’　j’iの」午前1　L．午後「を肥して，只，0時から23

He「）9分59秒まで，ブツ即けに呼ばうといふのである・此の事はB84年頃から世界の有

識者たちの間に叫ばオし，既にヨ1ワツパ大陸の多くの國．々では實行してみるのである。

只，英國と米國だけが，例の頑固な．保守思想から，（メ1トル法の問題と同じやうに），

此の改正に反骨して，いつも々々々L午前何H＃i　，午後何日ギと呼んでみるのであるが，

我が日本も，やはり，此の御つき合ひをしてみる次第である・一ところが，1932年

頃から，頑迷な英國の肚會にもし午前「L午後■を脹して，24時制を探用しやうといふ

聲が強く聞え始め・新聞や雑誌を賑はしてみるが，交通，通信，學術等の各方面は，

殆んど，すべてが此の改正に：賛成であllJ天文界の輿論も定まり，いよ々々B．　B．　C．

（大英放逸協會）でも去る四月22Hから毎臼のプ・グラムを此の24時制によって實行ず

るに至った・こうして，大英全円が完全に時刻制を改めるのも遠くはあるま）・と思は

れる．英國か實行すれば，米國が之れに習ふのは勿論である・してfしると，我が日本

がL午前■L午だけ後「などと，最後まで置きぎりにされるのかP

　第二の問魑はし夏期時亥ザである・大戦以來，欧米各國（決して全部でぱない）で，

夏の牛年だけ，時計の針を1時聞だけ蓮めたL夏期蒔刻］を｝瀞月してみる・理由は主

として日’宵生活を経回的に整理するにあるが，之れがために時制が頗る複雑になり．

交通や蓮信や學術界は多く之イしに反i鮒してみる・一一・我が図でも之れを．見習ふと主張

し多少の叫びをあげてゐひ之れについて吾人の態度は既に定ってみる（天界第145

號）が，しかし，術ほ會員諸氏の御研：究を願ひ，民衆をif！に導かオしるやう，御鴛働を

願ふ次第である・


